
キャットステップコーナー 取扱説明書
この度は「キャットステップコーナー」をお買い求めいただき、ありがとうございます。
この商品は室内の入隅壁(90°）へ取付けて使用する猫用のステップです。取扱説明書をよくお読みいただき、安全にご利用ください。

●第三者に譲渡・賃与される場合も、この説明書を必ず添付してくだ
さい。
●本製品に関するお問い合わせは、お求めの販売店もしくは弊社に
ご連絡ください。

●本製品は室内専用のため、屋外では使用しない。
●ペットによっては予期せぬ行動をとる場合がありますので、飼い主
の方の目の届く範囲で使用してください。
●火気や暖房器具の近くや、その風が当たる場所には設置しない。
●直射日光の当たる場所や高温多湿になる場所に設置すると製品の
変形・変色する場合がありますので注意してください。
●本製品に異常が見られた時は、使用を中止してください。
●長期間使用された場合、猫の爪等で天板が傷付き、透明度が下が
る場合がございます。

部品明細・員数

部品寸法図

安全上のご注意

●本製品は猫用の玩具です。用途以外の目的には使用しないでくだ
さい。
●賃貸住宅の場合は、管理会社等に使用及び取付けについてご相談
の上、ご使用ください。
●猫以外の動物や、人が乗ったり過度の荷重かけない。また、本製品
を揺さぶったりしないでください。
●乳幼児や子供の届く位置に設置しない。また、乗ったり、近くで遊ば
せないでください。
●服や首輪・鎖等の引っかかるものを着用したまま、使用しないでく
ださい。
●本製品に寄りかかったり、ぶつかったりしないでください。
●目安荷重12kgを超えて使用しないでください。
●壁、取付状況、使用方法により、強度が得られない場合があります。

警　告

注　意

禁止行為拡大損害が予想される事項

この取扱説明書には下記のマークを付けています。
必ず行う

ブラケット×2

×4 ×4 ×40上カバー×2

下カバー×2天板×1

ピン固定具×1

取付けガイド
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皿ネジ M4×12･･････････ 4本
タッピンネジ φ4×50 ･････ 4本
釘ピン ･････････････････ 40本

※梱包内容をご確認いただき、不足、破損のある場合は、お求めの販売店もしくは弊社までお申し出ください。

（予備6本）
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コーナーに合わせる。
谷折りし、もう一枚と合わせる。

コーナーに合わせる。
谷折りし、もう一枚と合わせる。



取付前に必ず、壁の種類をご確認ください。

②石こうボード壁の場合、下地の位置を確認する
ホームセンターや通販等で下地検知具（ピン）をご購入し、確認する。

①クロス貼り壁で壁材種類がわからない場合の確認方法

最初にご確認ください。
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奥まで刺さる
奥まで刺さらない

石こうボード

下地

下
地
検
知
具 石こうボード

下地

303 or 455㎜

下地の幅

下地位置の検知方法
下地検知具（ピン）で取付け予
定位置付近を確認し、針が奥
まで刺さらないところを見つ
け、その左右を数カ所、確認
し、下地の幅を確認する。
参考 ： 一般的に下地ピッチは303㎜
 か455㎜ピッチが多く、配置
 されています。

取付けできる壁 ○
石こうボード
下地無 厚み9.5㎜以上

木　材
厚み15㎜以上 コンクリート

※別途 ： 取付けファスナーを
　ご自身で準備してください。

付属 ： 釘ピン使用

石こうボード
下地有

付属 ： タッピンネジ使用 付属 ： タッピンネジ使用

取付けできない壁 ×
木材（ベニヤ等）
厚み15㎜未満 土壁・砂壁

石こうボード

木　材

コンクリート

壁
を
ノ
ッ
ク
す
る

STEP1 STEP2

｢コンコン｣

｢ペチペチ｣

裏に響く音

詰まった硬い音

石こうボード

木　材

コンクリート

｢付く｣

｢付かない｣

白い粉が

白い粉が

刺さらない

ピ
ン
を
刺
す

●上記でわからない場合
　 コンセントカバーを外し、壁の断面をドライバー等でこすり、白い粉が付けば「石こうボード」。
※安全のために、ブレーカーをOFFにしてから、確認を行なってください。



コーナーに合わせる。谷折りし、もう一枚と合わせる。コーナー
に合わせ

る。

谷折りし
、もう一枚

と合わせ
る。

取付方法

①先に製品を組み立てます。ブラケットに
天板を合せ、皿ネジ（2個）で固定する。
2個目のブラケットも同様に固定する。

②前項で記載した通り、下地の有無を確
認し、取付け位置を決める。（2ページ目
参照）

③「取付けガイド」の2カ所を切取り、壁の
取付け位置にマスキングテープ等で貼
付ける。天板が水平になっているか、確
認する。

④-1取付けガイドに製品を合わせ、釘ピン
を左右２カ所、ピン固定具を使用し、
奥まで挿す。

④-2取付けガイドを外す。

⑤ネジ止め位置にキリ等で下穴Φ3.3㎜
をあける。（４カ所共）
⑥付属のタッピンネジで製品を取付ける。
   （４カ所共）
⑦上カバー、下カバーをブラケットにはめ
て、完成。
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注意
ちゅう　  い

ケガや器具損傷の原因となる。

●通路などの人が通る場所には設置しない。

●釘ピンの緩みになるので、洗濯機等の振動する機器の近くには取付けないでください。

●釘ピンでの取付けは一度あけた穴や付近には取付けない。落下の原因になります。

●必ず、壁の種類を確認してから、取付けを行なってください。

●釘ピンは先端がとがっていますので注意して取扱ってください。

●電動工具のみでの施工はやめてください。必ず、ネジ類の締め終わり手前で止め、最後は手回し工具でネジの締り具合を確認
　しながら、取付けを行ってください。

取付け時、石こうボードの粉が出るため、床が汚れないように新聞紙等を敷くことをおすすめします。

 タッピンネジ固定の場合

本体組み立て

下地確認

水平確認 （石こうボード・木材壁）

位置決め （石こうボード・木材壁） ④-1

④-2

⑤⑥

⑤⑥

① ①
※天板の両面にある養生テープを
　剥がしてください。

ブラケット
天板

・石こうボード(下地有)
・木材(厚み15㎜以上)用

木の下地に取付ける場合は、下地の中心
を狙い、ブラケットを合わせてください。

本固定側
ピン固定具

仮固定側

けガイド取付

④-1

⑦ ⑦

⑦ ⑦



〒577-0013
大阪府東大阪市長田中2丁目2番30号 長田エミネンスビル2F
TEL（06）7711-3080
https://www.takaranet.co.jp

210607

●軽い汚れの場合
　水で濡らした雑巾か、柔らかいスポンジ等で製品全体を拭いてください。
　その後、乾いた雑巾で乾拭きしてください。

●ひどい汚れの場合
　中性洗剤を薄めた液で汚れを落とし、洗剤が残らないように水洗いしてください。
　その後、乾いた雑巾で乾拭きしてください。

●お手入れのご注意
　表面は傷つきやすいので、お手入れには雑巾やスポンジ等やわらかなものをお使いく
ださい。金属製のブラシやヘラまたは、スチールウールタワシ、目の粗い紙、紙やすり
等のご使用は避けてください。
　洗剤は中性洗剤を薄めてお使いください。酸、アルカリ性、塩素系薬品は腐食や塗装の
剥がれを引き起こしますので絶対に使用しないでください。
　また、中性洗剤をお使いになられた際、十分に水洗いをしてください。
　洗剤が残ったまま放置しますとひび割れ、くもりの原因になります。

●定期的にネジまたはピンのゆるみを確認してください。

お手入れ方法

ご使用時の注意！
●猫以外の動物や、人が乗ったり過度の荷重かけない。また、本製品を揺さ
ぶったりしないでください。

●天板は透明なため、ぶつかる可能性がありますので、注意してください。
●表記荷重は目安になります。荷重の掛かり方により緩みが生じる場合があ
りますので注意してください。

●過度な衝撃を与えるような使用はしないでください。
●製品にぐらつきが無いか、定期的に確認してください。
●製品に異常が見られた場合は、使用を中止してください。
●取外した際の、釘ピン穴の補修は市販の石こうボード補修材を使用してく
ださい。

基本仕様
品　　名：キャットステップコーナー
用　　途：成猫用の玩具
型　　番： PC30R
材　　質： PC、ABS、POM、ステンレス
製品重量：1050ｇ
原 産 国：中国

●お客様やペットにより安全で良い商品をお届けするために、予
告なしに商品の改良や仕様変更を行なう場合がありますので
ご了承ください。
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製品安全への取り組み
弊社では、当製品を安全にご使用いただける様に、
「安全な製品情報表示システム」を取り入れて、
当製品の取扱説明書を作成しています。詳しい
情報はサイトへアクセスください。

⑤ピン固定具の仮固定側で、釘ピンを1～8の順に押し込
み、次に本固定側で奥まで押し込む。

壁とブラケットの間に隙間がないように
ブラケットを壁に押さえながら行う。

 釘ピン固定の場合 釘ピン固定の場合
・石こうボード(下地無 厚み9.5㎜以上)
※釘ピンでの取付け時は付属のピン固定具を使用して取付ける。

⑥上記と同様に9～16も固定します。反対側のブラケッ
トも同様に固定する。

⑦上カバー、下カバーを壁にあてながら差し込み、完成。
　（天板は多少上下に動きますが問題ありません。）

壁とブラケットの間に隙間がある場合は、
位置を変え取付け直してください。
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本固定側

ピン固定具

ピン固定具（治具）の使い方

仮固定側

仮固定 本固定

壁とブラケットの間に
隙間がないこと


